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文の本論部分は、第一部と第二部に分かれる合計 9 章と序章・結論からなっていて、分量的には 400 字詰め原稿用紙
に換算して 670 枚ほどであり、そのほかに 40 点ほどの写真が資料として付されている。








次に奈良市内のある葬儀にかんする参与観察の報告と分析考察がつづき、第 4 章では「死者の出た日 j 以降の関係
者の行動の詳細が、夫婦・親子聞の心情にも留意して時系列的に紹介され、第 5 章で、やはり死械忌避の観念や霊肉
分離観念の存在、とりわけ火葬時の骨上げやそのあとの納骨の意味が検討される。また、土葬の場合とは異なる墓と
祭壇の意味と相互関係が考察される。以上により、これまでの一般的な理解とは異なって現在死械忌避の観念はむし
ろ強くなっていること、また儀礼のなかで霊肉分離を志向する要素は決して大きくなく、逆に霊肉の分離を避けるた
めの行動が見られることを強調する。
次の第二部「仏壇の起源及びその死霊祭杷における役割j では、仏壇の起源をめぐる従来の研究を批判的に整理し
たうえで、やはり実地調査のデータを踏まえて仏壇と死霊祭記のかかわりを中心に考察がすすめられる。まず第 6 章
では、これまでの仏壇研究が仏壇の起源を問うことだけに限定されてきた点を指摘し、それを葬送儀礼全体のなかに
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位置づけ、そこから霊魂観念や他界観念、をさぐる視点が必要であることを主張する。第 7 章では、仏壇の起源論とし
て代表的な竹田聴洲の持仏堂起源説と柳田国男の盆棚起源説が比較検討され、それぞれの限界と問題点が指摘される。
その過程では、島根県斐川町を中心とする各地での調査事例が検討材料として有効に活用されている。
第 8 章は、前章での考察をもとに日本における仏壇の発生と庶民層への普及のフ。ロセスを歴史的に跡づける。具体
的には、仏壇の発生にさいしてはそれと並んで位牌の出現や聖という民間宗教者の役割が重大で、あったこと、また真
宗教団の布教・展開過程における道場の役割の重要性、さらには仏壇を製造し商品化する仏壇業者の発生の経過が考
察対象となる。最後の第 9 章では、島根県斐川町での各家庭における仏壇祭杷の現状とそれにかかわる意識調査をも
とにして、仏壇を肥ることによって人びとが死者や先祖にたいしてどのような観念を形成し、それが日常生活におい
てどのような機能を有しているかを論ずる。またその結果として、現代の日本人にとっても仏壇は遺族が死者や他界
と交流することによって悲しみを克服するための重要な装置であることを論証する。
論文審査の結果の要旨
本研究は、従来の日本民俗学が主題的にとりあげることの少なかった仏壇に焦点をあてて、日本における死者祭把
の形成とその宗教的な意義、あるいはそれを介して読み取ることのできる霊魂観・他界観の特徴を具体的な調査事例
をとおして明らかにしている。とりわけ仏壇の起源にかんする従来の一面的な見解を批判するとともに、生者が死者
にたいしていだく「愛着J と「恐怖j という相反する心情に着目することによって、葬送儀礼、葬後の儀礼、および
祭壇、墓、仏壇などに見られる両義的な性格を考察している。
また、柳田国男の主張する「霊肉分離J 説とは異なって、葬送儀礼のなかでは死者の霊魂と身体のつながりの確保
が重視されていることを具体的事例にもとづいて明らかにし、さらに死械忌避の観念についても、通説とはちがって
現代の日本人が以前よりもかえって強く死の械れを忌避し、死から生者を隔離し、死の織れを隠すことに力が注がれ
ていることを指摘する。そのほか、祭壇、仏壇、位牌、墓などの機能を葬送儀礼全体のなかに位置づけ、そこから霊
魂観・他界観を整合的に読みとろうとしている点、また、葬送儀礼を家屋内のミクロコスモスと家屋外の村落共同体
としてのマクロコスモスとが交差する儀礼と見なし、その複合的な意味を重要視している点なども、本研究のすぐれ
た着眼である。
しかし一方、本研究では、実地調査からの資料を利用するにあたっての方法的な吟味が必ずしもじゅうぶん行なわ
れていないこと、葬送儀礼における寺や僧侶の役割が主題的には検討されていないこと、また申請者じしんによる「宗
教J の定義が明示されていないため、本研究が現代日本における宗教の現状や意味を問う研究へと発展する道筋が見
えにくいことなど、残された課題も少なくない。
とはいえ、本研究が従来の葬送儀礼研究の弱点や一面性を大きく補正するものであることはまちがし、なく、よって、
これを博士(文学)の学位にふさわしいものであると認定する。
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